
(57)【要約】

【課題】　変化する歩行速度に対応して生理的屈曲を行

い、歩きやすく疲れにくい履物の本底、及び該本底を備

えた履物を提供する。

【解決手段】　中足趾節関節部６に対応する部位に歩行

速度変化に対応する屈曲誘導溝１、２を備えたことを特

徴とする。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 足 趾 節 関 節 部 に 対 応 す る 部 位 に 歩 行 速 度 変 化 に 対 応 す る 屈 曲 誘 導 溝 を 備 え た こ と を 特
徴 と す る 履 物 の 本 底 。
【 請 求 項 ２ 】
　 通 常 の 歩 行 速 度 に 対 応 し た 屈 曲 誘 導 溝 と 、 速 い 歩 行 速 度 に 対 応 し た 屈 曲 誘 導 溝 を 備 え た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 履 物 の 本 底 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 ２ 中 足 骨 頭 部 と 第 ３ 中 足 骨 頭 部 に 対 応 す る 部 位 に 除 圧 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 履 物 の 本 底 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 記 載 の 本 底 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 履 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ヒ ー ル の 高 さ が ３ ｃ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 履 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 歩 行 速 度 変 化 に 対 応 し て 、 歩 き や す く 疲 れ に く い 歩 行 が 得 ら れ る 履 物 の 本 底
、 該 本 底 を 備 え た 履 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 履 物 の 歩 行 し や す さ は 、 中 足 趾 節 関 節 部 に 対 応 す る 部 位 の 屈 曲 性 に 依 存 す る が 、 例 え ば
特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 履 物 で は 、 中 敷 き の 母 趾 部 に 対 応 す る 部 位 に 軟 質 材 料 、 第 ２ 乃 至
第 ５ 趾 部 に 対 応 す る 部 位 に 硬 質 材 料 を 用 い て 運 動 性 を 良 好 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 履 物 の 本 底 で は 、 硬 質 材 料 と 軟 質 材 料 を 上 下 二 層 を 成 す
よ う に 組 み 合 わ せ て 爪 先 が 屈 曲 し や す い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ た 履 物 で は 、 底 面 に 第 ２ 趾 部 の 付 け 根 部 分 か ら 第 ５ 趾 部
の 付 け 根 部 分 に 沿 っ て 略 Ｌ 字 形 の 溝 を 延 設 し 、 さ ら に 底 面 に お け る 土 踏 ま ず の 前 縁 に 対 応
す る 部 位 に 安 定 区 域 を 形 成 す る た め の 横 方 向 に 延 び る 溝 を 設 け る こ と に よ り 、 前 足 部 の 屈
曲 性 の 向 上 を 図 っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ２ － １ １ ４ ９ ０ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 公 平 ０ ２ － ２ ３ １ ２ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 登 平 ０ ５ － ４ ７ ２ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 歩 行 時 に お け る 中 足 趾 節 関 節 部 の 運 動 は 、 踵 接 地 時 に 軽 度 背 屈 、 足 底 接 地 時 に 中 間 位 、
踏 み 切 り 時 に 最 大 背 屈 す る の が 生 理 的 で あ る が 、 こ の 底 屈 背 屈 運 動 を で き る 限 り 阻 害 し な
い 履 物 が 理 想 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ス ポ ー ツ 用 の 靴 で は 、 本 底 の 中 足 趾 節 関 節 部 が 屈 曲 し や す い よ う に 、 本 底 の 全 体 ま た は
一 部 に 軟 質 材 料 を 用 い た も の が 存 在 す る が 、 例 え ば 高 さ ３ ｃ ｍ 以 上 の ヒ ー ル を 備 え た 婦 人
用 パ ン プ ス 靴 （ 以 下 、 パ ン プ ス と 記 す ） の よ う な ヒ ー ル の 高 い 履 物 で は 見 当 た ら な い 。 こ
れ は 、 本 底 の 中 足 趾 節 関 節 部 が 屈 曲 し や す い と い う 機 能 性 よ り も 、 硬 い 本 底 に よ り 形 崩 れ
を 防 止 し て 美 的 外 観 を 優 先 し て い る こ と に よ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 、 例 え ば パ ン プ ス の よ う な ヒ ー ル の 高 い 履 物 は 、 中 足 趾 節 関 節 を 屈 曲 し や す く し て
歩 行 に 適 す る よ う に 設 計 さ れ て お ら ず 、 フ ァ ッ シ ョ ン の 一 部 と し て 見 せ る た め の も の あ り

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-198101 A 2006.8.3



な が ら 、 実 際 に は 、 様 々 な 場 面 で 使 用 さ れ 、 通 常 の 歩 行 ば か り で な く 、 ゆ っ く り 歩 い た り
速 く 歩 い た り と 歩 行 速 度 が 変 化 す る た め 、 中 足 趾 節 関 節 部 の 屈 曲 し づ ら さ に よ り 踵 が 脱 け
出 た り 、 運 動 力 伝 達 効 率 が 悪 く て 疲 れ や す い 等 の 問 題 が 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 通 常 の 歩 行 速 度 に お い て 、 足 部 が 接 地 し て 踏 み 切 り す る ま で の 間 、 足 底 圧 力 中 心 （ COP 
: Center Of Pressure、 以 下 Ｃ Ｏ Ｐ ） の 軌 跡 は 、 図 ２ に 示 す ７ の よ う に 踵 部 か ら 足 部 外 側
を 通 り 、 足 幅 を 外 側 か ら 内 側 へ と 横 切 る よ う に 進 ん で 母 趾 部 １ ２ の 先 端 へ と 移 動 し 、 中 足
趾 節 関 節 部 ６ に お け る 本 底 の 屈 曲 は 、 通 常 の 歩 行 速 度 に お け る Ｃ Ｏ Ｐ 軌 跡 ９ と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 歩 行 速 度 が 上 昇 す る に し た が っ て Ｃ Ｏ Ｐ の 軌 跡 は 、 ８ の よ う に 次 第 に 中 心 部 へ と 収 束 し
、 中 足 趾 節 関 節 部 ６ に お け る 本 底 の 屈 曲 は 、 通 常 の 歩 行 速 度 に お け る Ｃ Ｏ Ｐ 軌 跡 ９ と な る
が 、 特 に パ ン プ ス で は 中 足 趾 節 関 節 部 ６ が 屈 曲 し や す く し た 歩 行 に 適 し た 靴 と し て 設 計 さ
れ て い な い た め 、 こ の 屈 曲 性 が 悪 く 、 下 肢 の 筋 負 担 が 増 加 し て 疲 労 度 が 増 す と い っ た 問 題
が 生 じ て い た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て 創 案 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 変 化 す る 歩 行 速 度 に 対
応 し て 生 理 的 屈 曲 を 行 い 、 歩 き や す く 疲 れ に く い 履 物 の 本 底 、 及 び 該 本 底 を 備 え た 履 物 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 第 １ の 発 明 は 、 中 足 趾 節 関 節 部 に 対 応 す る 部 位 に 歩 行 速 度
変 化 に 対 応 す る 屈 曲 誘 導 溝 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 履 物 の 本 底 で あ る
　 ま た 、 第 ２ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 通 常 の 歩 行 速 度 に 対 応 し た 屈 曲 誘 導 溝 と 、
速 い 歩 行 速 度 に 対 応 し た 屈 曲 誘 導 溝 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 第 ３ の 発 明 は 、 第 １ 又 は 第 ２ の 発 明 に お い て 、 第 ２ 中 足 骨 頭 部 と 第 ３ 中 足 骨 頭 部
に 対 応 す る 部 位 に 除 圧 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 第 ４ の 発 明 は 、 第 １ 乃 至 第 ３ の い ず れ か の 発 明 の 本 底 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る
履 物 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 第 ５ の 発 明 は 、 第 ４ の 発 明 に お い て 、 ヒ ー ル の 高 さ が ３ ｃ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特
徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 歩 行 速 度 が 変 化 す る と 履 物 の 本 底 の 屈 曲 部 位 が 変 化 す る が 、 本 発 明 の 本 底 は こ れ を 補 助
誘 導 す る 屈 曲 誘 導 溝 を 備 え て い る こ と に よ り 、 生 理 的 屈 曲 に 近 似 し た 屈 曲 を 行 わ せ る た め
、 歩 き や す く 疲 れ に く い 歩 行 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 通 常 の 歩 行 速 度 に 対 応 し た 屈 曲 誘 導 溝 と 、 速 い 歩 行 速 度 に 対 応 し た 屈 曲 誘 導 溝 を
備 え る こ と に よ り 、 そ の よ う な 効 果 を よ り 確 実 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 第 ２ 中 足 骨 頭 部 と 第 ３ 中 足 骨 頭 部 に 対 応 す る 部 位 に 除 圧 部 を 設 け る こ と に よ り 、
体 重 負 荷 に 対 す る 地 面 か ら の 反 作 用 と し て の 圧 力 が 第 ２ 中 足 骨 頭 部 と 第 ３ 中 足 骨 頭 部 に 集
中 し な く な る た め 、 胼 胝 を 生 じ に く く す る と と も に 、 従 来 の 履 物 を 長 期 間 使 用 す る こ と に
よ っ て 既 に 生 じ て い る 胼 胝 を 改 善 す る こ と が で き 、 こ れ に 伴 う 疼 痛 を 軽 減 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 上 記 の よ う な 構 造 的 特 徴 を 備 え た 履 物 は 、 歩 行 時 に お け る 足 の 生 理 的 な 運 動 を 阻
害 せ ず 、 歩 行 速 度 が 上 昇 し て も 歩 き や す く 、 疲 れ に く い 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 効 果 は 、 特 に 、 ヒ ー ル の 高 さ が ３ ｃ ｍ 以 上 の 履 物 に お い て 顕 著 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施
形 態 で あ る 靴 の 本 底 （ 左 足 用 ） の 底 面 図 、 図 ２ は 第 １ の 実 施 形 態 の 作 用 効 果 の 説 明 図 で あ
り 、 左 足 の 底 面 か ら 見 た 骨 格 及 び Ｃ Ｏ Ｐ 軌 跡 、 図 ３ は 図 １ の 本 底 と 左 足 の 骨 格 と の 位 置 関
係 を 示 す 図 、 図 ４ は 図 １ の 本 底 を 使 用 し た パ ン プ ス を 斜 め 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ に よ れ ば 、 通 常 の 歩 行 速 度 に お い て 、 足 部 が 接 地 し て 踏 み 切 る ま で の 間 、 足 底 圧 力
中 心 （ Center Of Pressure、 以 下 Ｃ Ｏ Ｐ と 記 す ） の 軌 跡 は 、 矢 印 ７ の よ う に 踵 部 か ら 足 部
外 側 を 通 り 、 足 幅 を 外 側 か ら 内 側 へ と 横 切 る よ う に 進 ん で 母 趾 部 １ ２ の 先 端 と へ 移 動 し 、
歩 行 速 度 が 上 昇 す る に し た が っ て Ｃ Ｏ Ｐ の 軌 跡 は 次 第 に 中 心 部 側 へ 収 束 し 、 矢 印 ８ の よ う
に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 エ ネ ル ギ ー 効 率 の 良 い 歩 行 と は 、 足 の 底 面 か ら 垂 直 上 方 に 向 け て 身 長 の 約 ５ ５ ％ の 高 さ
の 位 置 に あ る 重 心 点 の 移 動 範 囲 が 小 さ い こ と で あ り 、 足 部 に お い て は Ｃ Ｏ Ｐ 軌 跡 の 横 方 向
移 動 が 中 心 側 に 収 束 す る こ と に よ り 達 せ ら れ る 。 こ の た め 歩 行 速 度 が 上 昇 す る と 、 エ ネ ル
ギ ー 効 率 を 良 く し よ う と Ｃ Ｏ Ｐ が 矢 印 ８ の 方 向 に 変 化 す る た め に 、 下 肢 の 筋 は 通 常 歩 行 速
度 よ り も 筋 負 担 が 増 加 し て 疲 労 度 が 増 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 踏 み 切 り 時 に は 中 足 趾 節 関 節 部 ６ よ り 後 方 は 接 地 し て お ら ず 、 接 地 し て い る 前 足 部
の 底 屈 力 が 歩 行 の 推 進 力 と な る た め 、 こ の 屈 曲 部 で あ る 中 足 趾 節 関 節 部 ６ が 屈 曲 し や す け
れ ば 運 動 伝 達 効 率 が よ い 。 さ ら に こ の 部 位 の 屈 曲 は 歩 行 速 度 に よ っ て 変 化 し 、 通 常 歩 行 で
は ９ の 屈 曲 線 、 速 歩 で は １ ０ の 屈 曲 線 に し た が っ て 行 わ れ る こ と に よ り 、 生 理 的 屈 曲 に 近
似 す る の で 運 動 伝 達 効 率 が よ く 、 歩 き や す く 疲 れ に く い 歩 行 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 底 の 表 面 は 滑 り 止 め の た め に エ ン ボ ス 加 工 等 を し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ 及 び 図 ３ に お い て 、 屈 曲 線 ９ に 沿 っ て 設 け た 円 弧 状 の 通 常 歩 行 用 屈 曲 誘 導 溝 １ 、 屈
曲 線 １ ０ に 沿 っ て 設 け 、 本 底 を ほ ぼ 幅 方 向 に 横 断 す る 速 歩 用 屈 曲 誘 導 溝 ２ は 、 そ れ ぞ れ 深
さ ０ ． ５ 乃 至 １ ． ５ ｍ ｍ 程 度 と し 、 中 足 趾 節 関 節 部 ６ の 屈 曲 を 補 助 誘 導 す る 。 く の 字 型 に
屈 曲 し た 中 央 溝 ３ は 深 さ ０ ． ５ 乃 至 １ ． ５ ｍ ｍ 程 度 と し 、 歩 行 時 の 内 外 側 の 運 動 方 向 を 補
助 誘 導 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 本 底 の 素 材 は 、 ゴ ム 、 発 泡 ラ テ ッ ク ス な ど 、 靴 の 本 底 に 通 常 用 い ら れ て い る 素
材 で よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 を 構 成 す る 前 部 ５ 、 後 部 ４ 、 及 び そ の 間 の 部 分 は 、 一 体 形 成 さ れ る こ と が 、
強 度 お よ び 外 観 上 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 本 底 は 板 状 で 一 様 の 厚 み を 持 ち 、 パ ン プ ス 用 に は ３ 乃 至 ５ ｍ ｍ 程 度 、 婦 人 用 カ
ジ ュ ア ル シ ュ ー ズ も し く は 紳 士 靴 用 に は ５ 乃 至 １ ５ ｍ ｍ 程 度 の 厚 み と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 本 底 を 用 い た パ ン プ ス の 例 で あ る が 、 通 常 歩 行 用 屈 曲 誘 導 溝 １ 及 び 速 歩
用 屈 曲 誘 導 溝 ２ は 中 足 趾 節 関 節 部 ６ の 生 理 的 屈 曲 位 置 に 合 致 さ せ る た め 、 履 物 の サ イ ズ に
応 じ て 本 底 の 大 き さ も 適 切 に 増 減 さ せ る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 歩 行 速 度 が 変 化 す る と 履 物 の 本 底 の 屈 曲 部 位 が 変 化 す る が 、 本 発 明 の 本 底 は こ れ を 補 助
誘 導 す る 溝 を 備 え て い る こ と に よ り 、 生 理 的 屈 曲 に 近 似 し た 屈 曲 を 行 わ せ る た め 、 歩 き や
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す く 疲 れ に く い 歩 行 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 図 ５ は 第 ２ の 実 施 形 態 で あ る 靴 の 本 底 （ 左
足 用 ） の 底 面 図 、 図 ６ は 図 ５ の 本 底 に 設 け た 除 圧 部 と 左 足 の 骨 格 と の 位 置 関 係 を 示 す 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 中 足 骨 頭 部 １ ３ （ 図 ６ 参 照 ） 及 び 第 ３ 中 足 骨
頭 部 １ ４ （ 図 ６ 参 照 ） に 対 応 す る 部 位 に 、 深 さ １ 乃 至 ３ ｍ ｍ 程 度 の 窪 み 状 の 除 圧 部 １ １ を
設 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 例 え ば パ ン プ ス の よ う に 前 足 部 よ り も 踵 部 の 方 が 高 く な っ て い る と 、 体 重 負 荷 は 前 足 部
に 集 中 し て 足 骨 格 を 保 持 す る 横 ア ー チ が 消 失 し 、 本 来 体 重 を 受 け る 骨 形 態 に な っ て い な い
第 ２ 中 足 骨 頭 部 １ ３ と 第 ３ 中 足 骨 頭 部 １ ４ に 圧 力 が 集 中 す る の で 、 生 体 防 御 反 応 と し て 当
該 部 位 に 胼 胝 を 生 じ 、 疼 痛 の 発 生 や 歩 き に く く な る と い っ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の た め 第 ２ 中 足 骨 頭 部 １ ３ と 第 ３ 中 足 骨 頭 部 １ ４ に お い て 、 体 重 負 荷 に 対 す る 地 面 か
ら の 反 作 用 と し て の 圧 力 を 集 中 さ せ な い た め 、 除 圧 部 １ １ を 設 け て 地 面 に 接 し な い よ う に
し て 当 該 部 分 を 除 圧 す る と 、 胼 胝 を 生 じ に く く す る ば か り か 、 従 来 の 履 物 を 長 期 間 使 用 す
る こ と に よ っ て 既 に 生 じ て い る 胼 胝 を 改 善 す る こ と が で き 、 こ れ に 伴 う 疼 痛 を 軽 減 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 先 端 部 に 丸 み を 持 た せ た 形 状 の 本 底 及 び 履 物 を 例 に 挙 げ て 説
明 し た が 、 先 端 部 が 尖 っ た 形 状 の も の 等 、 い か な る 形 状 の も の に も 本 発 明 を 適 用 す る こ と
が で き る 。 そ の 他 に も 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 上 記 実 施 形 態 に 種 々 の 改 変 を 施
す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 靴 の 本 底 （ 左 足 用 ） の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 の 作 用 効 果 の 説 明 図 で あ り 、 左 足 の 底 面 か ら 見 た 骨 格 及 び 方 向 時
の Ｃ Ｏ Ｐ 軌 跡 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 本 底 と 左 足 の 骨 格 と の 位 置 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 本 底 を 使 用 し た パ ン プ ス の 斜 め 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 で あ る 靴 の 本 底 （ 左 足 用 ） の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 本 底 に 設 け た 除 圧 部 と 左 足 の 骨 格 と の 位 置 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 １ 　 　 通 常 歩 行 用 屈 曲 誘 導 溝
　 　 ２ 　 　 速 歩 用 屈 曲 誘 導 溝
　 　 ３ 　 　 中 央 溝
　 　 ４ 　 　 後 部
　 　 ５ 　 　 前 部
　 　 ６ 　 　 中 足 趾 節 関 節 部
　 １ １ 　 　 除 圧 部
　 １ ２ 　 　 母 趾 部
　 １ ３ 　 　 第 ２ 中 足 骨 頭 部
　 １ ４ 　 　 第 ３ 中 足 骨 頭 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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